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雑
感
　
－
　
第
九
回
学
会
に
参
加
し
て

久
し
ぶ
り
に
故
郷
で
こ
こ
ろ
ゆ
く
ま

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
よ
う
な
、
そ

ん
な
満
た
さ
れ
た
思
い
で
帰
宅
し
ま
し

た
。ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

し
か
し
中
身
は
密
度
濃
く
、
第
九
回
学

会
も
大
成
功
で
し
た
。

顧
み
ま
す
と
私
自
身
は
、
第
四
回
大

会
以
来
の
参
加
で
、
会
費
納
入
は
し
て

い
ま
す
が
実
質
的
に
は
幽
霊
会
員
で
し

て
、
歴
史
と
い
う
言
葉
へ
の
郷
愁
だ
け

で
在
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

看
護
史
研
究
家
と
し
て
、
そ
の
道
一

筋
を
歩
み
た
か
っ
た
夢
は
、
今
の
と
こ

ろ
遠
退
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
場
で
テ
ー
マ
に
没
頭
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
々
に
出
会
う
と
、
か
つ
て
の

夢
を
捨
て
き
っ
て
は
い
な
い
自
分
に
気

付
か
さ
れ
ま
す
。
分
科
会
の
話
題
提
供

高
嶋
　
妙
子

者
の
苦
労
話
に
は
た
ま
ら
な
く
気
が
そ

そ
ら
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
も
少
し
言
い
ま
し
た
が
、

昔
ほ
ん
の
僅
か
で
も
歴
史
学
に
触
れ
学

ん
だ
こ
と
を
役
立
て
て
、
私
は
管
理
を

実
践
し
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大

学
の
通
信
課
程
で
史
学
科
に
学
ん
だ
こ

と
を
指
す
の
で
す
が
、
卒
業
論
文
の

「
わ
が
国
に
お
け
る
職
業
看
護
の
芽
生

え
」
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
れ
で
も

か
こ
れ
で
も
か
と
「
歴
史
学
」
を
学
ん

だ
印
象
が
強
い
の
で
す
。
堀
米
庸
三
の

「
歴
史
を
み
る
眼
」
（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
）

の
は
し
が
さ
の
中
の
一
節
が
思
い
起
こ

さ
れ
ま
す
。

「
過
去
の
総
体
と
し
て
の
歴
史
は
、

人
間
の
理
解
を
絶
し
た
無
で
あ
る
。
し

か
し
、
人
間
は
こ
の
無
を
限
定
し
、
そ

こ
に
意
味
を
求
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
自
か
ら
の
完
全
な
る
無

意
味
さ
に
耐
え
ら
れ
る
人
は
な
く
、
又
、

人
生
を
意
味
づ
け
る
に
は
、
そ
の
ま
え

に
、
世
界
を
意
味
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
意
味
づ

け
に
は
宗
教
的
な
、
ま
た
哲
学
的
な
方

法
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
歴
史
的
な
そ

れ
も
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
根
本
的
欲
求
に

も
と
づ
く
方
法
で
あ
る
。
」

組
織
も
生
き
物
で
あ
る
こ
と
は
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
で
実
感
す
る
の
で
す
が
、

そ
の
ま
ま
に
す
れ
ば
流
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
意
識
的
に
そ
れ
を
拾
う
こ
と
を
歴

史
学
か
ら
学
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

誰
で
も
自
分
が
所
属
す
る
組
織
が
成
長

し
、
そ
れ
が
意
味
あ
る
と
思
え
た
ら
そ

れ
ま
で
以
上
に
組
織
へ
の
愛
が
深
ま
る

も
の
で
す
。
こ
の
意
味
づ
け
を
す
る
の

が
管
理
の
役
割
で
あ
る
と
捉
え
、
二
〇

余
年
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
創
設
期
か

ら
の
活
動
を
残
さ
れ
て
い
た
資
料
（
史

料
）
か
ら
辿
っ
て
、
意
味
を
見
出
だ
し

自
分
た
ち
も
そ
の
都
度
の
事
に
は
必
死

で
取
り
組
み
な
が
ら
、
そ
れ
が
過
去
に

な
る
と
ま
た
改
め
て
見
詰
め
直
し
、
意

味
づ
け
ま
し
た
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
過
去
を
現
在
に
役
立
て
、
こ
れ

か
ら
の
道
も
見
付
け
て
き
ま
し
た
。

歴
史
学
と
の
出
会
い
が
な
か
っ
た
ら

私
は
ど
ん
な
管
理
を
し
て
い
た
の
か
と

思
う
と
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
で
す
。

そ
の
時
々
に
夢
中
に
な
っ
た
こ
と
が

五
〇
代
半
ば
を
過
ぎ
る
と
み
な
生
き
て

く
る
も
の
な
の
だ
な
と
い
う
思
い
を
強

め
て
い
る
今
日
こ
の
頃
な
の
で
す
が
、

こ
れ
を
統
合
と
い
う
の
か
と
い
う
感
じ

で
す
。歴
史
研
究
は
全
く
手
が
け
て
い
ま
せ

ん
が
、
益
々
日
常
の
中
に
歴
史
を
意
識

し
て
生
き
な
が
ら
、
「
歴
史
に
問
う
こ

と
は
、
や
が
て
歴
史
に
自
ら
を
賭
け
る

こ
と
で
あ
る
」
　
（
堀
米
庸
三
）
　
と
い
う

歴
史
観
に
共
感
で
き
る
ま
で
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
名
の
み
の
会

員
で
居
る
こ
と
へ
の
釈
明
に
な
り
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
し
て
も
、
「
戦
後
の
看
護
改

革
」
を
お
話
頂
い
た
お
二
人
の
お
若
い

こ
と
、
そ
し
て
昔
か
ら
お
強
か
っ
た
こ

と
。
歴
史
の
真
実
の
生
き
証
人
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
激
動
の
時
代
を
自
ら
の

安
全
も
顧
み
ず
、
看
護
職
と
し
て
の
使

命
を
全
う
さ
れ
た
人
と
な
り
と
そ
の
生

き
ざ
ま
を
、
書
き
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
女
性
解
放
の
歴

史
と
切
り
離
す
こ
と
の
出
来
な
い
看
護

の
歴
史
で
す
か
ら
、
新
時
代
を
切
り
開

い
た
女
性
の
個
人
史
が
一
層
重
要
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
制
度
問
題
が
表
面
化
し
は
じ
め

た
中
で
、
今
は
も
う
誰
の
所
為
に
も
で

き
な
い
の
だ
と
い
う
思
い
を
噛
み
し
め

て
い
ま
す
。
さ
て
、
職
能
の
力
は
強
く

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
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第
九
回
大
会
報
告

代
表
幹
事
　
亀
山
美
知
子

八
月
五
・
六
日
の
両
目
、
京
都
市
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ウ
イ
ン
グ
ス
・
京

都
」
を
会
場
に
、
第
九
回
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
が
戦
後
五
〇
年
の
年

に
当
り
、
本
会
も
ま
た
「
戦
後
五
〇
年

看
護
改
革
の
行
方
」
を
テ
ー
マ
に
、

当
時
G
H
Q
　
（
連
合
軍
総
司
令
部
）
　
に

直
接
関
っ
た
、
金
子
光
氏
、
大
森
文
子

氏
、
お
よ
び
地
方
改
革
に
携
っ
た
新
井

サ
ダ
氏
　
（
埼
玉
）
、
岡
部
登
美
子
氏

（
京
都
）
、
高
岡
ス
ミ
子
氏
（
福
井
）
と
、

い
ず
れ
も
蟄
重
な
証
言
を
得
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
会
場
か
ら
も
活
発
な
発

言
が
あ
り
、
従
来
に
も
増
し
て
活
況
を

哀
し
ま
し
た
。

会
員
に
よ
る
研
究
発
表
で
は
、
岸
本

多
恵
子
氏
「
太
平
洋
戦
争
時
、
陸
軍
病

院
に
設
置
さ
れ
た
看
護
婦
生
徒
教
育
隊

の
実
態
を
さ
ぐ
る
」
他
二
題
が
発
表
さ

れ
、
特
に
岸
本
氏
の
報
告
で
は
こ
れ
ま

で
の
看
護
史
上
に
も
殆
ど
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
蟄
重
な
も
の
で
し
た
。

分
科
会
は
会
員
・
非
会
員
の
自
由
参

加
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
相
互
に
啓
発
を

得
ら
れ
る
機
会
と
な
っ
た
と
信
じ
ま
す
。

第
九
会
大
会
は
好
評
の
う
ち
に
閉
幕

い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
各
位
の
御
協

力
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

尚
、
今
後
も
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
そ
っ

た
企
画
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
会
員
諸
姉
の
研
究
者
と
し

て
の
資
質
の
向
上
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

次
に
第
九
回
総
会
で
は
、
前
年
度
の

方
針
で
あ
っ
た
学
習
会
の
開
催
は
十
分

実
施
さ
れ
ぬ
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
今

年
度
は
各
地
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
第
一
〇
回
大
会
は
本
会
の
一

つ
の
分
水
嶺
と
考
え
、
従
来
、
開
催
地

は
大
都
市
圏
中
心
の
傾
向
が
あ
り
ま
し

た
が
、
地
方
都
市
で
の
開
催
を
決
定
し
、

山
形
市
で
の
大
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

尚
、
今
年
度
は
幹
事
の
改
選
期
に
当

り
ま
す
の
で
、
別
記
の
通
り
幹
事
選
挙

の
公
示
を
行
な
い
ま
す
。
幹
事
は
一
〇

名
で
任
期
は
三
年
で
す
。
新
幹
事
は
来

年
八
月
よ
り
任
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。最
後
に
会
費
納
入
の
お
願
い
を
重
ね

て
申
し
上
げ
ま
す
。
五
月
二
〇
目
付
で

三
三
名
の
五
年
以
上
の
滞
納
者
の
方
を

名
簿
よ
り
削
除
い
た
し
ま
し
た
。
本
会

の
運
営
は
皆
様
方
の
会
費
収
入
に
よ
っ

て
成
立
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
、

御
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
第
暮
〇
回
大
会
予
告

会
期
一
九
九
六
年
八
月
二
三
日
（
金
）

二
四
日
（
士
）
山
形
市
内

日本看護歴史学会1995年度予算案
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
項　　 目 予 算 額 摘　　 要 前年度決等額

前年度繰越金 73 7，682 43 6，650

会費 600，000 150名 ×4，000 79 4，940

寄付金 その他 50，0・00 16 2，684

合　　 計 1，38 7，682 1，394，274

項　　 目 予 算 額 摘　　 要 前年度決算阻 ＿

専務経費 280，000

会報　 3 回

学会誌 1 回

225，998

印刷費 （40，000） （20，740）

通 信費 （160，000） （123，303）

文具、そ叫 也 （80，00 0） ′（8 1，95年）

幹事 会開催費 150，00 0 129 ，464

山坂膏 ¶‾‾‾‾‾‾‾ 300，000

年 3 回

244，110

会報 発行費 （100，000） （84，460）

学会誌発行費 （200，000） 年 1 回 （159，650）

会 員名簿 費 100，000 1 回／ 3 年 0

絵会 費 50，000 50，00P＿

分科会 費 20，000 7，02P

予備 費 48 7，682

合　　 計 1，38 7，682 656，592

※今年度会計監査　松田比佐子、高橋　典子2

日本看護歴史学会1994年度会計報告
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
項　　 目 予 算 額 決 算 額 差 し引 き額

前年度繰越金 436，650 4 36 ，650 0

会費 600，000 　 794，940

会員 172口

新 入会員27口

194，940

寄付金 その他 30，000 162 ，684

会誌等売上（67，470）

利 息 （5，214）

広告料 （乳伽）

寄付金 （乳㈱ ）

132，684

合　　 計 1，066，650 1，394，274 327，624

支出の部　（単位　円）
項　　 目 予 算 額 決 算 額 差 し引 き額

事務経費 240 ，00 0 225，998 14 ，002

印刷費 （40，000 ） （20，740 ）

通信費 （150，000 ） （123，303）

文具、その他 （50，000 ） （81，955 ）

幹事会開催費 150，000 129，464 20 ，536

出版費 300，000 244，110 55 ，890

会報発行費

学会誌発行費

（100，000 ）

（200，000 ）

（84，460）

19 号 41，200

20 号 20，600

2 1号 22，660

8号 （159，6年0）

会員名簿費 0 0 0

総会費 50，000 50 ，000 0

分科 会費 20，000 7，020 12‾掬 ¢

予 嘩費 306，650 0 306，650

合　　 計 1，066，650 6 56 ，592 410，058

会計監査　大林　春子　⑳　　徳川早智子　⑳
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担
当
者
　
五
十
嵐
　
節
、
高
田
　
節
子

会
報
二
二
号
で
話
題
提
供
者
を
募
集

し
八
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
八
分
科

会
を
開
催
し
た
。
各
分
科
会
へ
の
参
加

者
は
七
人
か
ら
多
く
て
三
〇
人
で
前
日

の
特
別
講
演
者
で
あ
る
金
子
光
先
生
、

大
森
文
子
先
生
も
加
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

分
科
会
で
は
四
五
分
間
の
報
告
・
質
疑

応
答
後
一
堂
に
会
し
て
各
分
科
会
の
ま

と
め
を
発
表
し
意
見
交
換
し
た
。
各
分

科
会
の
概
略
は
以
下
の
通
り
。

「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
」
話
題
提
供
者
吉

川
龍
子
氏
「
明
治
期
の
家
政
書
に
み
ら

れ
る
『
看
護
覚
え
雷
』
　
の
影
響
に
つ
い

て
」
明
治
期
の
家
政
書
『
家
事
要
法
』

（
明
治
一
四
）
　
に
　
『
看
護
覚
え
書
』
　
か

ら
の
引
用
が
見
え
る
。
刊
行
か
ら
わ
ず

か
二
〇
年
余
り
後
に
、
日
本
に
も
一
般

女
性
用
の
単
行
本
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

の
影
響
が
伝
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
な
ど
の
報
告
後
、
意
見
交
換
。

「
制
度
史
」
話
題
提
供
者
滝
内
隆
子
氏

ほ
か
。
「
府
県
別
産
婆
規
則
等
の
制
定

状
況
と
規
則
内
容
に
つ
い
て
」
医
制
発

布
以
降
全
国
統
一
法
規
で
あ
る
明
治
三

二
年
の
産
婆
規
則
制
定
ま
で
の
府
県
別

産
婆
規
則
等
の
制
定
状
況
は
資
格
・
免

許
・
鑑
札
・
業
務
・
罰
則
に
関
す
る
規

則
、
教
育
に
関
す
る
規
則
、
試
験
に
関

す
る
規
則
、
産
婆
の
組
合
と
教
育
に
関

す
る
規
則
に
大
別
で
き
た
な
ど
報
告
。

「
各
国
史
」
話
題
提
供
者
田
中
幸
子
氏

「
日
本
の
看
護
改
草
と
朝
鮮
の
看
護
改

革
」
。
日
本
の
看
護
改
革
と
の
類
似
性

が
み
ら
れ
る
。
占
領
期
（
ア
メ
リ
カ
軍

政
期
）
　
に
保
健
厚
生
部
（
日
本
の
厚
生

省
）
か
ら
文
教
郡
（
日
本
の
文
部
省
）

へ
管
轄
が
移
行
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
直
接

的
な
影
響
力
が
大
。
大
韓
民
国
成
立
後

も
軍
の
力
で
維
持
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の

報
告
と
意
見
交
換
。

「
看
護
教
育
史
」
話
題
提
供
者
高
橋
み

や
子
氏
「
日
本
の
近
代
産
婆
教
育
の
開

始
に
つ
い
て
」
。
産
婆
教
育
が
は
じ
ま
っ

た
の
は
東
京
で
は
明
治
一
〇
年
、
山
形

で
は
明
治
一
三
年
。
山
形
独
自
に
な
る

の
が
同
一
六
年
で
教
育
内
容
は
『
朱
学

産
婆
論
』
を
も
と
に
東
京
で
行
わ
れ
て

い
た
の
と
殆
ど
同
様
。
山
崎
ト
ミ
子
氏

は
東
京
で
産
婆
免
許
を
と
り
宮
城
で
産

婆
教
習
所
を
開
所
な
ど
報
告
の
意
見
交

換「
仏
教
と
看
護
」
話
題
提
供
者
檎
原
登

志
子
氏
。
「
光
明
皇
后
の
母
、
橘
三
千

代
と
薬
師
信
仰
（
そ
の
一
）
」
橘
三
千

代
の
薬
師
信
仰
の
歴
史
的
位
置
づ
け
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
報
告
。
国
家
的
仏
教

政
策
で
は
な
か
っ
た
か
。
太
子
信
仰
と

の
関
係
は
？
。
な
ぜ
薬
師
さ
ん
か
な
ど

の
意
見
交
換
。
研
究
課
題
と
し
て
今
後

は
仏
教
学
あ
る
い
は
政
治
学
の
歴
史
へ

と
発
展
さ
せ
る
。

「
病
院
史
」
話
題
提
供
者
岸
根
滋
子
氏

他
「
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
附
属
病

院
開
院
当
時
に
お
け
る
看
護
婦
の
職
務

に
つ
い
て
　
（
そ
の
三
）
」
当
日
研
究
発

表
し
た
内
容
を
ベ
ー
ス
に
話
題
提
供
。

発
表
内
容
に
関
連
づ
け
て
看
護
婦
の
、

特
に
看
護
管
理
の
面
か
ら
職
務
に
つ
い

て
深
め
た
い
と
の
希
望
に
よ
り
二
代
目

の
総
婦
長
永
井
モ
ト
の
史
料
（
履
歴
書
）

を
中
心
に
検
討
を
行
な
っ
た
。

「
看
護
教
育
史
」
話
題
提
供
者
岸
本
多

恵
子
氏
「
太
平
洋
戦
争
時
、
陸
軍
病
院

に
設
置
さ
れ
た
看
護
婦
生
徒
教
育
隊
の

実
態
を
さ
ぐ
る
1
東
部
軍
と
よ
ば
れ
て

い
た
関
信
地
区
三
施
設
の
調
査
よ
り
－
」

研
究
発
表
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑
応
答

が
な
さ
れ
た
。
看
護
（
教
育
）
史
の
な

か
で
こ
の
時
期
が
不
明
確
で
あ
っ
た
の

で
こ
こ
に
メ
ス
を
入
れ
た
試
み
に
感
動

し
た
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

「
保
健
婦
の
歴
史
」
話
題
提
供
者
福
本

恵
氏
「
保
健
婦
の
歴
史
に
つ
い
て
」
病

院
保
健
婦
、
山
形
県
の
保
健
婦
教
育
と

活
動
（
三
五
年
間
継
続
し
た
自
主
的
活

動
グ
ル
ー
プ
）
、
真
島
智
茂
の
業
績
、

業
務
基
準
、
保
健
婦
べ
か
ら
ず
集
な
ど

に
つ
い
て
発
表
、
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
た
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
第
九
回
大
会

収
支
決
算
報
告
書

（
収
入
）大
会
参
加
費

会
員
非
会
員

学
生

（
単
位
　
円
）

五
八
二
、
〇
〇
〇

七
一
名
×
三
、
0
0
0
＝
二
三
一
、
0
0
〇

八
八
名
×
四
、
0
0
0
＝
三
五
二
、
0
0
0

一
名
×
三
、
0
0
0
＝

七
名
×
二
、
0
0
0
＝

三
、
0
0
0

一
四
、
0
0
0

懇
親
会
参
加
賛
（
車
二
名
×
二
〇
〇
〇
）

大
会
総
会
費

寄
付
金
等

合
計

七
四
九
、

0
0
0

（
支
出
）
講
師
謝
金
・
お
車
代
（
五
名
分
）

講
師
宿
泊
費
（
三
名
分
）

講
師
食
事
代
・
接
待
費

会
場
使
用
料
（
付
属
投
傭
使
用
料
含
）

立
て
看
板
代
（
正
面
入
り
口
）

懇
親
会
費

事
務
・
通
信
・
雑
費

掌
生
丁
ル
バ
イ
ト
（
二
名
×
ニ
q
言
×
盲
）

（
単
位

二
七
〇
、
三
四
、
一
四
、

一
六
五
、
〓
「

六
鵬
、

二
六
、
三
〇
、

円
）

〇
〇
〇

一
六
六

九
円
八

四
〇
〇

三
六
〇

七
四
〇

九
二
二

〇
〇
〇

3

合
計

六
一
五
、
五
三
六

（
差
し
引
き
残
高
）

七
四
九
、
0
0
0
⊥
ハ
一
五
、
五
三
六
＝
三
三
、
四
六
四

（
累
積
残
高
）

前
年
度
ま
で
の
繰
越
金

本
年
度
残
高

五
五
九
、
三
六
八

一
三
三
、
四
六
四

累
積
残
高

六
九
二
、
八
三
二

（
次
年
度
に
繰
越
）

（
会
計
　
太
平
　
政
子
、
依
田
　
和
美
）
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看
護
歴
史
と
‥
の
出
会
嘩
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

、
　
　
　
　
　
内
田
　
卿
子

今
ま
で
看
護
歴
史
に
余
り
興
味
が
無

か
っ
た
私
が
、
僅
か
の
き
っ
か
け
と
、

素
晴
ら
し
い
人
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て

看
護
の
歴
史
学
会
の
活
動
を
知
り
、
始

め
て
学
会
に
参
加
を
し
た
。
い
み
じ
く

も
京
都
の
地
で
開
か
れ
た
こ
と
も
初
参

加
の
私
に
と
っ
て
意
味
深
か
っ
た
。
今

年
は
戦
後
五
〇
年
と
言
う
こ
と
で
特
別

企
画
の
　
「
戦
後
五
〇
年
看
護
改
革
の
行

方
」
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
。
日
本
の
看
護
が
ど
う

改
革
さ
れ
今
日
に
至
っ
た
か
を
振
り
替

え
る
の
に
と
て
も
良
い
機
会
で
あ
っ
た
。

今
ま
で
経
験
を
し
て
き
た
多
く
の
学
会

が
千
人
か
ら
二
千
人
以
上
で
、
学
会
参

加
の
度
に
聞
き
た
い
項
目
に
沿
っ
て
分

散
さ
れ
た
会
場
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
片
手
に
、

忙
し
く
移
動
を
し
有
効
に
時
間
を
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ

の
学
会
の
会
員
数
は
二
百
八
十
人
と
聞

く
。
会
場
も
一
つ
で
ま
こ
と
に
家
族
的

な
集
ま
り
で
あ
り
、
親
し
み
を
覚
え
た
。

興
味
を
引
か
れ
た
の
は
、
金
子
先
生
と

大
森
先
生
の
お
話
で
あ
り
、
又
翌
日
の

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
あ
っ
た
。
敗
戟
と

い
う
困
難
な
中
で
、
二
一
世
紀
の
看
護

を
目
指
し
て
、
人
々
に
期
待
さ
れ
る
看

護
職
像
と
、
看
護
の
内
容
に
つ
い
て
、

看
護
教
育
を
始
め
、
看
護
制
度
に
取
り

組
ま
れ
努
力
さ
れ
、
様
々
な
時
代
の
流

れ
の
な
か
で
、
素
晴
ら
し
い
　
「
看
護
の

灯
」
を
後
輩
の
私
た
ち
に
示
さ
れ
た
言

葉
に
感
動
し
た
。

戦
後
の
看
護
大
改
革
の
時
期
、
正
に

そ
の
渦
中
で
私
は
膜
範
高
等
看
護
学
院

の
学
生
と
し
て
、
昭
和
二
一
年
に
入
学

し
日
赤
の
方
々
と
一
緒
に
授
業
を
受
け

た
の
で
あ
る
。
懐
か
し
い
G
H
Q
の
先

生
方
の
お
名
前
が
出
る
度
に
、
あ
の
戦

後
の
荒
れ
果
て
た
教
室
で
、
ひ
も
じ
い

思
い
を
し
な
が
ら
実
習
し
、
教
科
書
も

な
く
通
訳
付
き
の
授
業
を
受
け
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
、
今
日
と
の
余
り
の
差

に
感
慨
一
入
で
あ
っ
た
。
繰
り
返
し
教

え
ら
れ
た
言
葉
は
「
看
護
婦
の
教
育
は

看
護
婦
の
手
に
よ
っ
て
為
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
　
で
あ
っ
た
。

分
科
会
で
は
制
度
の
二
グ
ル
ー
プ
に

入
れ
て
い
た
だ
き
、
産
婆
規
則
制
度
の

変
遷
に
つ
い
て
、
先
輩
会
員
の
皆
様
の

詳
し
い
内
容
分
析
の
報
告
に
、
本
当
に

地
道
な
研
究
で
あ
り
な
が
ら
、
学
会
を

盛
り
上
げ
て
き
た
先
輩
会
員
の
ご
努
力

の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
て
素
晴

ら
し
い
経
験
で
あ
っ
た
。
今
、
会
員
と

な
れ
た
こ
と
の
喜
び
と
共
に
先
輩
の
皆

様
の
ご
指
導
を
頂
き
、
歴
史
の
認
識
を

新
た
に
し
た
、
こ
の
学
会
の
一
員
と
し

て
歩
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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「
歴
史
が
轟
i
写
れ
る
重
み
じ
∴
∴
．

増
田
　
心
子

小
学
校
四
年
生
の
夏
休
み
、
さ
つ
ま

芋
の
蔓
の
延
び
た
炎
暑
の
校
庭
を
流
れ

た
一
瞬
の
静
寂
、
そ
れ
は
第
二
次
大
戦

の
終
結
を
教
え
ら
れ
た
時
で
あ
る
。

そ
の
後
に
復
員
し
、
自
死
し
た
兄
の

言
葉
も
あ
っ
て
看
護
を
目
ざ
し
た
私
に

は
、
第
九
回
日
本
看
護
歴
史
学
会
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
　
「
戟
後
五
〇
年
　
看
護
改

革
の
行
方
」
　
の
参
加
は
逃
せ
な
い
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
。
会
場
の
　
「
ウ
イ
ン

グ
ス
・
京
都
」
は
小
公
園
に
隣
り
合
せ
、

庶
民
の
集
い
の
場
所
と
思
え
た
。

初
日
の
特
別
講
演
「
私
の
か
か
わ
っ

た
戦
後
の
看
護
改
革
」
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
草
刈
淳
子
氏
、
講
師
、
金
子

光
氏
、
大
森
文
子
氏
で
あ
る
。

質
素
な
ス
テ
ー
ジ
で
、
静
か
な
語
り

か
ら
始
ま
っ
た
が
、
徐
々
に
熱
気
を
帯

び
て
い
っ
た
。

参
加
者
も
講
師
と
同
年
輩
の
方
か
ら
、

卒
後
間
も
な
い
人
ま
で
、
両
氏
の
生
き

た
看
護
改
革
史
五
〇
年
を
、
身
を
乗
り

出
し
て
聴
い
た
。
第
二
次
大
戦
は
両
氏

に
と
っ
て
は
、
青
春
の
た
だ
中
で
、
終

戟
は
二
〇
才
代
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ

れ
か
ら
の
五
〇
年
、
真
に
日
本
の
看
護

の
改
革
の
た
め
に
生
き
て
来
ら
れ
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
二
人
の
、

大
戟
中
の
苦
い
体
験
は
、
戟
後
、
G
H

Q
の
オ
ル
ト
課
長
を
は
じ
め
と
す
る
指

導
者
の
看
護
に
か
け
る
情
熱
、
人
間
性

に
魅
せ
ら
れ
、
そ
の
知
識
の
豊
か
さ
、

技
術
の
見
事
さ
に
、
開
眼
さ
せ
ら
れ
る

思
い
の
中
で
、
昇
華
さ
れ
て
い
か
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
お
二
人

の
戦
後
五
〇
年
の
、
情
熱
的
な
取
り
く

み
は
、
あ
ら
た
め
て
生
命
を
い
つ
く
し

み
、
人
が
人
に
よ
っ
て
大
切
に
さ
れ
る

こ
と
に
、
心
の
底
か
ら
の
喜
び
に
充
さ

れ
て
支
え
ら
れ
た
よ
う
に
も
思
え
た
。

お
二
人
は
一
時
間
近
く
も
予
定
時
間
を

越
え
た
会
場
の
質
問
に
応
え
ら
れ
た
。

そ
の
一
つ
の
　
「
日
本
の
戦
後
五
〇
年

の
看
護
改
革
の
評
価
を
」
　
に
対
し
て
、

金
子
氏
は
「
見
事
に
改
革
さ
れ
た
。
し

か
し
ま
だ
ま
だ
の
感
も
否
め
な
い
。
」

と
の
意
味
を
述
べ
ら
れ
た
。
大
森
氏
の

「
蒔
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
」
　
の
応
え
は
、

先
づ
、
種
が
蒔
か
れ
る
こ
と
の
大
切
さ

と
、
蒔
か
れ
た
種
の
成
長
を
ゆ
だ
ね
た

後
輩
へ
の
激
励
と
課
題
と
受
け
止
め
た

ヽ

－

O

二
日
目
、
会
員
の
地
道
な
歴
史
研
究

の
姿
勢
に
深
い
興
味
と
感
銘
を
覚
え
た
。

地
方
の
看
護
改
革
の
報
告
か
ら
も
、
当

時
の
看
護
職
が
、
一
丸
と
な
っ
た
涙
ぐ

ま
し
い
足
跡
が
整
え
り
、
社
会
の
動
き

に
先
ん
じ
て
、
看
護
の
改
革
が
更
に
望

ま
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
と
考
え
る
。

4
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看
護
の
火
は
永
遠
．
に
‥
輝
q
∵
∵
‥

尾
崎
百
合
子

「
第
九
回
日
本
看
護
歴
史
学
会
」
　
の

案
内
状
に
「
戦
後
五
〇
年
　
看
護
改
革

の
行
方
」
と
あ
っ
た
。
戦
後
五
〇
年
と

い
う
こ
と
で
色
々
思
う
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
の
で
、
看
護
と
は
門
外
漢
の
私
も
、

さ
そ
わ
れ
る
ま
ま
に
、
の
こ
の
こ
会
場

の
ウ
イ
ン
グ
ス
・
京
都
ま
で
で
か
け
た
。

始
め
に
、
金
予
さ
ん
と
大
森
さ
ん
の

講
演
が
あ
っ
た
。

戦
後
占
領
軍
が
や
っ
て
く
る
。
女
性

の
軍
人
も
混
じ
っ
て
い
て
、
オ
ル
ト
大

尉
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
ナ
ー

ス
だ
っ
た
が
、
日
本
の
看
護
実
態
を
目

に
し
て
、
看
護
改
革
に
取
り
組
む
決
意

を
す
る
。
金
子
さ
ん
は
当
時
、
保
健
婦

で
、
厚
生
省
の
技
官
だ
っ
た
。
ど
ん
ど

ん
意
見
を
出
し
て
オ
ル
ト
大
尉
に
働
き

か
け
る
。
看
護
に
つ
い
て
の
熱
い
思
い

が
二
人
を
結
び
つ
け
る
。

「
診
療
の
助
手
だ
け
で
は
な
く
、
ケ

ア
を
担
当
す
る
の
が
看
護
婦
の
職
務
。

そ
の
た
め
に
も
看
護
大
学
の
設
立
や
看

護
婦
の
地
位
向
上
が
不
可
欠
で
し
た
。
」

戟
後
改
革
が
、
単
な
る
押
し
っ
け
で

は
な
く
、
日
本
側
の
主
体
的
な
判
断
や

行
動
と
結
び
つ
い
て
結
実
し
て
い
っ
た

そ
の
経
緯
を
は
じ
め
て
知
っ
た
。

戟
前
、
戦
中
、
戦
後
、
常
に
看
護
の

現
場
と
か
か
わ
っ
て
き
た
大
森
さ
ん
。

そ
の
口
か
ら
、
伝
染
病
、
栄
養
失
調
、

結
核
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
言
葉
が
ボ
ン

ボ
ン
飛
び
だ
す
。
特
に
、
戦
後
の
困
難

な
状
況
の
な
か
で
の
活
動
が
、
彼
女
の

実
体
験
を
通
し
て
、
圧
倒
的
な
ボ
リ
ュ
ー

ム
で
迫
っ
て
く
る
。

軍
関
係
病
院
を
国
立
病
院
に
改
組
す

る
く
だ
り
に
、
市
民
に
開
か
れ
た
医
療

看
護
を
実
現
し
よ
う
と
苦
闘
さ
れ
た
、

戦
後
改
革
の
実
践
的
な
課
題
が
表
現
さ

れ
て
い
る
。
戦
後
の
医
療
・
看
護
の
民

主
化
は
こ
の
よ
う
な
一
つ
一
つ
の
実
践

の
な
か
か
ら
紡
ぎ
だ
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
思
っ
た
。

「
歴
史
は
そ
こ
に
あ
る
が
、
我
々
に
、

問
い
か
け
る
力
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は

何
も
語
ら
な
い
。
」
（
草
刈
さ
ん
）
と
い

う
言
葉
か
ら
始
ま
っ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
八
〇
歳
代
の
看
護
婦
か
ら
、

二
〇
歳
代
の
大
学
院
生
ま
で
、
熱
心
な

討
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
歴
史
研
究

の
な
か
で
、
戦
後
看
護
改
革
の
光
と
陰

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
。

わ
た
し
は
今
『
看
護
の
灯
　
高
く
掲

げ
て
』
（
金
子
光
）
　
を
読
ん
で
い
る
。

ケ
ア
が
ま
す
ま
す
重
要
な
時
代
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
今
日
、
看
護
の
社
会
的

役
割
は
ま
た
、
あ
た
ら
し
い
フ
ッ
ト
ラ

イ
ト
を
浴
び
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

参
加
者
か
ら
の
お
便
り（
敬
称
略
）

○
初
め
て
出
席
し
た
歴
史
学
会
、
と
て

も
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
お
そ
ま
き

な
が
ら
仲
間
に
入
れ
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
若
い
学
生
達
の

参
加
は
非
常
に
う
れ
し
い
。
大
き
な

期
待
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。
　
金
子
光

○
先
般
の
学
会
で
は
大
変
ご
丁
重
な
お

も
て
な
し
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
様
が
真
面
目
に
、
ず
っ
と

よ
い
研
究
を
続
け
て
い
ら
し
た
こ
と

に
敬
服
し
ま
し
た
。
（
中
略
）
　
私
の

話
が
と
り
止
め
な
く
、
学
会
向
で
な

か
っ
た
こ
と
を
、
今
更
反
省
し
、
準

備
不
足
で
申
訳
け
な
か
っ
た
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。
お
許
し
下
さ
い
ま
せ
。

皆
様
の
歴
史
勉
強
を
み
せ
て
頂
き
、

私
も
こ
れ
か
ら
遅
ま
き
な
が
ら
勉
強

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
森
文
子

○
日
々
、
単
な
る
業
務
に
追
わ
れ
て
、

何
か
ゆ
と
り
・
余
裕
が
も
て
な
い
時

で
し
た
の
で
、
学
会
の
雰
囲
気
に
圧

倒
さ
れ
、
今
一
度
「
自
分
」
を
み
つ

め
て
み
な
け
れ
ば
と
恩
い
ま
し
た
。

尾
崎
　
千
鶴
（
非
会
員
）

〇
第
九
回
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
、

権
威
主
義
的
な
と
こ
ろ
の
な
い
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
二

日
間
を
有
意
義
に
過
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
研
究
頑
張
ら
な

く
っ
ち
ゃ
と
い
う
気
持
に
な
り
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
牟
田
か
つ
子

O
G
H
Q
の
も
と
で
改
革
に
の
り
出
さ

れ
て
い
た
皆
様
の
話
か
ら
は
、
女
性

と
い
う
位
置
も
あ
わ
せ
て
一
挙
に
民

主
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
日
本
の
状

況
が
伝
わ
り
、
特
に
印
象
深
か
っ
た

で
す
。
保
助
看
法
第
五
条
の
看
護
の

定
義
誕
生
に
つ
い
て
も
、
核
心
に
触

れ
る
よ
う
で
、
背
す
じ
が
ゾ
ッ
と
す

る
よ
う
で
し
た
。

で
も
、
日
本
側
の
透
巡
に
対
し
て
、

ア
メ
リ
カ
が
な
ぜ
ア
ド
バ
イ
ス
し
な

か
っ
た
の
か
、
し
て
い
た
ら
第
五
条

は
変
っ
て
い
た
の
か
等
々
、
聞
い
て

み
た
い
こ
と
が
沢
山
で
し
た
。

寺
山
　
範
子
（
非
会
員
）

○
第
一
線
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
A
て
我
々

の
地
位
向
上
の
為
に
も
歴
史
を
し
っ

か
り
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
伊
藤
文
乃
（
非
会
員
）

○
内
容
は
奥
深
く
、
知
識
の
な
い
私
に

は
か
な
り
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
も
の
で
し

た
が
、
看
護
界
の
大
御
所
の
方
々
に

身
近
か
に
お
目
に
か
か
れ
感
激
で
し

た
。
　
　
小
原
　
美
子
（
非
会
員
）
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静
　
等
　
選
　
挙
　
◎
　
亀
　
令

八
月
五
日
の
総
会
で
、
第
三
期
幹
事

の
改
選
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
「
日
本
看
護
歴
史
学
会
幹
事
選
挙

規
則
」
に
基
き
、
本
会
報
の
発
行
日
を

も
っ
て
幹
事
選
挙
公
示
日
と
い
た
し
ま

す
。
投
票
期
間
は
、
発
行
日
よ
り
三
ケ

月
後
の
一
九
九
五
年
二
一
月
二
〇
日

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

投
票
用
紙
は
同
封
の
も
の
を
使
用
し
、

幹
事
に
相
応
し
い
と
思
う
会
員
一
〇
名

を
連
記
し
、
同
封
の
投
票
所
宛
の
封
筒

を
使
用
し
、
無
記
名
で
郵
送
し
て
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
本
看
護
歴
史
学
会
幹
事
選
挙
規
則

第
一
条
　
日
本
看
護
歴
史
学
会
の
幹
事

の
定
数
は
一
〇
名
と
す
る
。

第
二
条
　
選
挙
人
お
よ
び
被
選
挙
人
の

資
格
は
、
幹
事
選
挙
の
行
わ
れ
る
年

度
に
発
行
さ
れ
る
日
本
看
護
歴
史
学

会
会
員
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
者

と
す
る
。

第
三
条
　
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
改
選

の
年
に
開
催
さ
れ
る
総
会
の
場
で
会

員
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
三
名
の
選
挙

管
理
委
員
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
。

第
四
条
　
幹
事
選
挙
の
公
示
は
日
本
看

護
歴
史
学
会
会
報
の
紙
上
に
お
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
条
　
幹
事
選
挙
の
投
票
は
選
挙
管

理
委
員
会
の
規
定
す
る
投
票
用
紙
を

使
用
し
、
一
〇
名
を
連
記
し
、
日
本

看
護
歴
史
学
会
幹
事
選
挙
投
票
所
へ

無
記
名
で
郵
送
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
　
投
票
期
間
は
会
報
の
発
行
日

よ
り
三
ケ
月
間
と
し
、
そ
の
最
終
日

当
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と

す
る
。

第
七
条
　
開
票
の
結
果
、
得
票
順
に
上

位
一
〇
名
の
者
を
幹
事
と
す
る
。
選

挙
管
理
委
員
会
の
確
認
後
、
辞
退
の

あ
っ
た
場
合
は
高
得
点
の
者
よ
り
順

次
繰
り
上
げ
、
一
〇
名
と
す
る
。

第
八
条
　
第
一
〇
位
の
者
が
複
数
以
上

あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
該
当
者
は
す

べ
て
幹
事
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。

選
挙
後
一
年
を
経
て
幹
事
の
中
か
ら

欠
員
が
生
じ
た
場
合
の
次
点
者
の
繰

上
げ
は
原
則
と
し
て
認
め
な
い
。

第
九
条
　
幹
事
選
挙
の
結
果
は
、
選
挙

後
の
最
も
早
い
時
期
に
発
行
さ
れ
る

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
紙
上
に
発

表
す
る
も
の
と
し
、
幹
事
の
承
認
は

総
会
の
場
で
行
う
。

第
一
．
〇
条
　
新
た
に
選
出
さ
れ
た
幹
事

は
、
そ
の
年
度
内
に
前
任
者
よ
り
事

務
の
引
継
ぎ
を
行
い
、
次
年
度
よ
り

幹
事
の
任
務
を
遂
行
す
る
。

附
則
一
本
規
則
の
改
廃
は
総
会
の
場

で
三
分
の
二
以
上
の
支
持
の
あ
っ
た

場
合
に
成
立
す
る
。

附
則
二
　
本
規
則
は
一
九
八
九
年
八
月

二
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
氏
名

総
会
の
場
で
選
出
さ
れ
た
選
挙
管
理

委
員
は
次
の
通
り
（
五
〇
音
順
）

○
岡
田
　
麗
江
氏

岸
根
　
滋
子
氏

南
出
　
成
子
氏

※
　
尚
、
年
会
費
を
三
年
以
上
滞
納
さ

れ
た
方
に
は
投
票
用
紙
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
御
諒
解
下
さ
い
。

看
護
史
一
口
メ
モ
　
⑨

戟
後
G
H
Q
に
よ
る
改
革
の
一
環
に

指
導
者
講
習
会
が
あ
る
。
一
九
四
七
年

に
東
京
第
一
病
院
で
開
催
さ
れ
た
時
の

記
録
に
よ
れ
ば
、
平
井
・
湯
本
両
氏
が

先
生
側
、
司
会
は
大
森
氏
と
あ
る
。

こ
の
日
の
研
究
発
表
は
い
ず
れ
も
帝

大
病
院
で
、
「
栄
養
失
調
症
に
つ
い
て
」

「
精
神
病
に
つ
い
て
」
　
で
あ
っ
た
。
質

問
は
慈
恵
医
大
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
の
湯
本
氏
の
回
答
は

栄
養
失
調
は
食
餌
が
大
切
で
あ
っ
て
、

カ
ロ
リ
ー
を
計
っ
て
輿
へ
る
必
要
が
あ

る
。
何
か
統
計
的
な
数
字
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
牛
の
骨
の
ス
ー
プ
、
鰯
等
を
輿

へ
る
。
症
例
研
究
の
時
に
嘗
師
其
の
他

の
方
に
出
て
貰
う
。

帝
大
　
昭
和
一
八
年
頃
か
ら
そ
れ
ら

し
い
症
状
で
外
来
に
来
て
終
戦
後
に
診

断
を
つ
け
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。

湯
本
先
生
－
∞
0
0
～
3
0
0
カ
ロ
リ
ー

が
必
要
で
あ
る
。
ま
づ
何
を
食
べ
た
い

か
を
聞
き
こ
ち
ら
で
色
々
考
へ
て
工
夫

し
て
や
る
。
（
『
看
護
学
雑
誌
』
二
巻
五
）

第
九
回
大
会
に
貴
重
な
証
言
を
頂
い

た
金
子
先
生
は
当
時
厚
生
省
公
衆
保
健

局
に
、
大
森
先
生
は
同
病
院
課
に
勤
務

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
感
慨
深

い
も
の
が
あ
る
。
　
（
か
）

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
二
二
号

編
集
責
任
者
　
亀
山
美
知
子

発
行
責
任
者
　
玄
田
公
子
、
岡
山
寧
子

六
〇
二
京
都
市
上
京
区
清
和
院
口
寺
町
東
入

京
都
府
立
医
大
医
療
技
術
短
大
部

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

二
六
〇
千
葉
市
中
央
区
広
鼻
一
－
八
－
一

千
葉
大
学
看
護
学
部

看
護
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

鵜
沢
陽
子
気
付

〇
四
三
－
二
二
六
－
二
四
五
六
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